
1．黒髪とは

ヒトの毛髪の色は，白髪からブロンド，赤髪，茶髪，そして
黒髪など，多様である。本稿では，その中でも黒髪に着目し，
その色と質感に影響を及ぼす因子を概説する。
毛髪は，おもにケラチンタンパク質から成る繊維状の組織で
ある。図-1に示すように，その表面を「キューティクル」と
呼ばれるうろこ状の組織が覆い，その内部に「コルテックス」
と呼ばれる繊維状の組織が存在し，さらに中心部には「メデュ
ラ」と呼ばれる構造（しばしば多孔質である）が存在する1,2）。
毛髪の色は，毛髪内部に存在するメラニン色素の質と量によ
り制御される。しかし実際の毛髪の見た目の色の印象は，メラ
ニン色素以外の因子によっても大きく影響を受ける。毛髪の内
部で光が散乱されると，見た目の髪色が明るく見えることに加
え，艶などの質感も異なって見える。さらに毛髪は繊維の集合
体であるため，繊維の並び方によっても見え方が大きく変化す
る。ここでは，黒髪の見た目の印象を整える技術として，染毛
技術に加えて，毛髪内部の光散乱制御技術や，毛髪繊維の並び
方を制御する技術について，簡単に紹介する。
まず「黒髪」について，本稿における定義を決めておきたい。
一言に黒髪と言っても，その色は人によってさまざまであり，

一律に定義することは難しい。日本人を含む多くの東アジアの
人々の毛髪は，一般的に「黒髪」と考えられているが，その黒
髪の色はさまざまである。そこで本稿では，日本に在住する，
いわゆる日本人の白髪を除いた未染色・未脱色の毛髪のことを
便宜上「黒髪」として定義する。
図-2にさまざまな日本人女性（n＝25名）の白髪を除いた未
染色・未脱色の黒髪の毛束の色を測色した結果を示す3）。本稿
における「黒髪」は，おおむね図-2に示される色の範囲の髪色
のことと考える。興味深いことに，年齢とともに黒髪の色が濃
くなる傾向がある。子供の髪が明るいことは，経験的に実感さ
れていることが多いが，髪色を測色してみると，確かに子供の
髪は明るく大人になるにつれて暗くなっている様子がわかる。
意外と思われるかもしれないが，大人になってもさらに年齢を
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図-1　 毛髪の顕微鏡イメージ，（a）毛髪斜め断面のSEMイ
メージ，（b）毛髪横断面のTEMイメージ，（c）毛髪
横断面の光学顕微鏡（透過）イメージ

【図表について】電子ジャーナルサイト「J-STAGE」ではカラーでご覧
いただけます。https://www.jstage.jst.go.jp/browse/shikizai/-char/ja/
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要　　　　旨

本稿では，黒髪の色と質感に影響を及ぼす因子を概説し，それらを制御する技術を紹介する。黒髪の色は，毛髪内部に存在するメ
ラニン色素の質と量により制御される。しかし実際の毛髪の見た目の色の印象・質感は，メラニン色素以外の因子によっても大きく
変化する。毛髪の内部で光が散乱されると，見た目の髪色が明るく見えることに加え，艶などの質感も異なって見える。さらに毛髪
は繊維の集合体であるため，繊維の並び方によっても見え方が大きく変化する。ここでは，黒髪の見た目の印象を整える技術として，
染毛技術に加えて，毛髪内部の光散乱の制御技術や，毛髪繊維の並び方を制御する技術について，簡単に紹介する。
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